
告

示

福
島
県
告
示
第
十
一
号

生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
四
十
九
条
の
規
定(

中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律(

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号)

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。)

に
よ
り
、

医
療
扶
助
及
び
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
二
十
二
年
一
月
十
二
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

名

称

所

在

地

指
定
年
月
日

ま
る
べ
り
ー
耳
鼻
科

福
島
市
太
平
寺
字
町
ノ
内
六
九
―
一

平
成
二
一
年
九

月
一
日

西
口
ハ
ー
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク

福
島
市
栄
町
一
―
一

同

年
一

〇
月
一
日

東
部
台
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

田
村
市
船
引
町
東
部
台
三
―
七
八

同

飯
久
保
歯
科
医
院

福
島
市
南
沢
又
字
下
番
匠
田
一
八
―
六

同

年
九

月
五
日

医
療
法
人
白
河
み
な
み
歯
科
ク

白
河
市
字
薄
葉
四
―
一
三
一

同

年
一

リ
ニ
ッ
ク

〇
月
一
日

医
療
法
人
真
和
会
ま
り
歯
科
ク

福
島
市
松
木
町
九
―
一
一

同

リ
ニ
ッ
ク

黒
江
歯
科
医
院

福
島
市
大
森
字
北
滝
ノ
前
二
四
―
四

同

年
一

一
月
一
日

ア
イ
ラ
ン
ド
薬
局
丸
田
店

須
賀
川
市
丸
田
町
四
七
―
一

同

い
な
わ
し
ろ
薬
局

耶
麻
郡
猪
苗
代
町
字
梨
木
西
六
三
―
六

同

サ
ン
キ
ュ
ー
薬
局
す
わ
ま
ち
店

須
賀
川
市
諏
訪
町
七
―
一

同

年
一

一
月
二
日

(

社
会
福
祉
課)

福
島
県
告
示
第
十
二
号

生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
条
の
二
の
規
定(

中
国
残
留
邦
人
等

の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律(

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号)

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。)

に
よ
り
、

次
の
指
定
医
療
機
関
か
ら
当
該
指
定
医
療
機
関
の
事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
二
年
一
月
十
二
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

名

称

所

在

地

廃
止
年
月
日

板
橋
医
院

田
村
郡
小
野
町
大
字
小
野
新
町
字
荒
町
二
〇
の
ロ

平
成
二
一
年
九

月
一
日

西
口
ハ
ー
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク

福
島
市
栄
町
一
―
一

同月
三
〇
日

東
部
台
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

田
村
市
船
引
町
東
部
台
三
―
七
八

同

飯
久
保
歯
科
医
院

福
島
市
南
沢
又
字
下
番
匠
田
一
八
―
六

同月
四
日

白
河
み
な
み
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

白
河
市
字
薄
葉
四
―
一
三
一

同月
三
〇
日

佐
藤
歯
科
医
院

会
津
若
松
市
日
新
町
一
三
―
四
三

同

年
一

一
月
一
日
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毎
週
火
・
金
曜
日
発
行(

当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日)

目

次

告

示

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
扶
助
等
の
た

め
の
医
療
機
関
を
指
定
し
た
件

一
四

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の

事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件

一
四

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
扶
助
等
の
た

め
の
施
術
者
を
指
定
し
た
件
二
件

一
五

○
県
営
土
地
改
良
事
業
の
異
種
目
換
地
指

定
の
件

一
五

○
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ

る
件

一
五

○
土
地
収
用
法
に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し

た
件

一
五

○
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
件

一
七

○
洪
水
に
よ
り
相
当
な
損
害
を
生
ず
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
河
川
を
指

定
す
る
件

一
七

公

告

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更

の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
件

一
七

○
土
地
改
良
区
の
役
員
が
就
退
任
し
た
旨

届
出
が
あ
っ
た
件

一
七

○
土
地
改
良
法
に
よ
り
換
地
処
分
と
し
た

旨
届
出
が
あ
っ
た
件

一
八

○
浸
水
想
定
区
域
を
指
定
し
た
件

一
八

○
政
府
調
達
に
関
す
る
苦
情
の
受
付
及
び

処
理
の
状
況
を
公
表
す
る
件

一
八

○
一
般
競
争
入
札
を
行
う
件

一
八

福
島
県
労
働
委
員
会

○
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
と
し
て
委
嘱
し
た

件

一
九



サ
ン
キ
ュ
ー
薬
局
当
町
店

石
川
郡
石
川
町
当
町
七
七
―
六

同

年
八

月
三
一
日

し
み
ず
薬
局

石
川
郡
浅
川
町
大
字
浅
川
字
本
町
二

同

年
一

〇
月
三
〇
日

ゆ
ず
り
は
薬
局

伊
達
市
保
原
町
字
六
―
一
九
―
一

同月
三
一
日

ア
イ
ラ
ン
ド
薬
局
丸
田
店

須
賀
川
市
丸
田
町
二
七
―
四

同

あ
さ
い
薬
局

耶
麻
郡
猪
苗
代
町
大
字
千
代
田
字
中
島
二
九
―
三

同

(

社
会
福
祉
課)

福
島
県
告
示
第
十
三
号

生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
五
条
で
準
用
す
る
同
法
第
四
十
九
条

の
規
定(

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

(

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号)

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
生
活
保
護

法
の
規
定
を
含
む
。)

に
よ
り
、
医
療
扶
助
及
び
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
施
術
を
担
当
さ
せ
る
柔
道

整
復
師
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
二
十
二
年
一
月
十
二
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

氏

名

住

所

施
術
所
名

施
術
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日

濱
名
和
美

南
相
馬
市
原
町
区
国
見

浜
名
接
骨
院

南
相
馬
市
原
町
区
国
見
町

平
成
二
一
年
七

町
二
―
一
三
四
―
二
二

二
―
一
三
四
―
二
三

月
一
日

古
田
部
文
孝

本
宮
市
糠
沢
字
小
田
部

ピ
ュ
ア
整
骨

福
島
市
南
矢
野
目
字
菅
原

同

年
一

二
七
―
七

院

三
〇
―
一
一

一
月
一
日

(

社
会
福
祉
課)

福
島
県
告
示
第
十
四
号

生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
五
条
で
準
用
す
る
同
法
第
四
十
九
条

の
規
定(

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

(

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号)

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
生
活
保
護

法
の
規
定
を
含
む
。)

に
よ
り
、
医
療
扶
助
及
び
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
施
術
を
担
当
さ
せ
る
あ
ん

摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
二
十
二
年
一
月
十
二
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

氏

名

住

所

施
術
所
名

施
術
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日

薄
井

勉

白
河
市
白
坂
三
輪
台
二

野
の
花
治
療

白
河
市
白
坂
三
輪
台
二
三

平
成
二
一
年
七

三
六
―
三

院

六
―
三

月
一
日

(

社
会
福
祉
課)

福
島
県
告
示
第
十
五
号

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
八
十
九
条
の
二
第
三
項
で
準
用
す
る
同
法

第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
を
県
営
区
画
整
理
事
業
鏡
石
成
田
地
区
に
係
る

換
地
計
画
に
お
い
て
非
農
用
地
区
域
内
に
換
地
を
定
め
る
土
地
と
し
て
指
定
し
た
。

平
成
二
十
二
年
一
月
十
二
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

土
地
の
表
示

地
積(

平
方
メ
ー
ト
ル)

岩
瀬
郡
鏡
石
町
河
原
四
二
一
番
地

一
、
〇
八
六
の
う
ち
三
九
九

同

郡
同

町
河
原
六
四
二
番
地

一
、
〇
〇
三
の
う
ち
六
六
〇

(

農
地
管
理
課)

福
島
県
告
示
第
十
六
号

森
林
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
十
二
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

双
葉
郡
富
岡
町
大
字
仏
浜
字
釜
田
四
九
〇
の
二

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

潮
害
の
防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め
。

(

治
山
対
策
課)

福
島
県
告
示
第
十
七
号

土
地
収
用
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下｢

法｣

と
い
う
。)

第
二
十
条
の
規
定

に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
十
二
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

起
業
者
の
名
称

東
白
川
郡
鮫
川
村

二

事
業
の
種
類

鮫
川
村
豊
か
な
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

三

収
用
又
は
使
用
の
別
を
明
ら
か
に
し
た
起
業
地

１

収
用
の
部
分

福
島
県
東
白
川
郡
鮫
川
村
大
字
富
田
字
八
斗
蒔
地
内

２

使
用
の
部
分

な
し

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

申
請
に
係
る
事
業
は
、
次
の
と
お
り
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
す
べ
て
充
足
す
る
と
判
断
さ

れ
る
た
め
、
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

１

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

鮫
川
村
豊
か
な
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業(

以
下｢

本
件
事
業｣

と
い
う
。)

は
、
地
方

公
共
団
体
が
設
置
す
る
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
に
関
す
る
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
三
条
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第
三
十
一
号
に
掲
げ
る
事
業
に
該
当
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

２

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

起
業
者
は
、
本
件
事
業
の
施
行
に
必
要
な
予
算
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
を

施
行
す
る
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

３

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

一�

得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

東
白
川
郡
鮫
川
村
は
、
三
つ
の
水
系(

阿
武
隈
川
、
鮫
川
、
久
慈
川)

の
源
流
部
に
位
置
し
、

阿
武
隈
高
原
南
部
の
頂
上
部
に
あ
た
る
典
型
的
な
中
山
間
地
域
で
、
人
口
約
四
千
二
百
人
の
小

さ
な
村
で
あ
る
。
東
白
川
郡
鮫
川
村
は
、
里
山
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
り
な
が
ら
農
業
を
基

幹
産
業
と
し
て
発
展
し
、
東
白
川
郡
鮫
川
村
に
お
け
る
農
業
は
、
食
料
の
供
給
を
は
じ
め
、
地

域
経
済
へ
の
寄
与
、
豊
か
な
自
然
環
境
や
農
地
の
保
全
、
や
す
ら
ぎ
の
場
の
提
供
等
、
村
民
生

活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
公
益
的
機
能
を
担
う
も
の
と
し
て
ま
す
ま
す
そ
の
重
要
性
が
認
識

さ
れ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
東
白
川
郡
鮫
川
村
で
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
を
図
り
、
資
源
循
環
型
社

会
を
形
成
し
、
か
け
が
え
の
な
い
地
球
環
境
を
守
り
な
が
ら
東
白
川
郡
鮫
川
村
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
、
平
成
二
十
年
九
月
に｢

鮫
川
村
バ
イ
オ
マ
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
構

想｣

を
策
定
し
、
農
林
水
産
省
を
通
じ
て
全
国
に
向
け
て
公
表
し
た
。

し
か
し
、
現
在
、
東
白
川
郡
鮫
川
村
の
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳
し
く
、
平
成
二
年
度
と

平
成
十
七
年
度
の
比
較
で
は
、
総
農
家
数
の
割
合
は
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
農
業
従
事
者
数
の
割

合
で
は
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
て
お
り
、
そ
れ
に
加
え
、
過
疎
化
や
担
い
手
の
高
齢
化
が
進

み
、
耕
作
放
棄
地
や
遊
休
農
地
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
農
村
環
境
、
里
山
景
観
の
維
持
も
困

難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
東
白
川
郡
鮫
川
村
の
農
業
粗
生
産
額
第
一
位
を
占
め
て
い
る
畜
産
で
は
、
経
営
規
模

拡
大
に
伴
う
家
畜
頭
数
の
増
加
が
著
し
く
、
既
存
の
堆
肥
舎
で
は
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に

野
積
み
さ
れ
て
い
る
畜
産
排
せ
つ
物
が
年
間
二
千
百
ト
ン
に
も
及
び
、
環
境
、
景
観
の
悪
化
及

び
悪
臭
発
生
の
問
題
を
招
い
て
い
る
。

本
件
事
業
は
、
当
該
家
畜
排
せ
つ
物
を
良
質
な
堆
肥
の
原
材
料
と
し
て
利
活
用
す
る
こ
と
で
、

東
白
川
郡
鮫
川
村
が
抱
え
る
こ
れ
ら
の
問
題
の
改
善
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
本
件
事
業
で
計
画

し
て
い
る
鮫
川
村
豊
か
な
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー(

以
下｢

当
セ
ン
タ
ー｣

と
い
う
。)

の
完
成

に
よ
り
、
環
境
悪
化
及
び
地
下
水
汚
染
の
防
止
に
も
つ
な
が
り
、
環
境
保
全
に
も
寄
与
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
生
産
さ
れ
た
良
質
な
堆
肥
を
村
内
で
施
用
し
土
づ
く
り
を
実
践
す
る

こ
と
で
、
農
薬
・
化
学
肥
料
に
頼
ら
な
い
農
産
物
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
が
図
ら
れ
、
農
業
振
興

及
び
資
源
循
環
型
農
業
の
確
立
に
も
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
相
当
程
度
存
す
る
も
の

と
認
め
ら
れ
る
。

二�

失
わ
れ
る
利
益

本
件
事
業
は
、
環
境
影
響
評
価
法(

平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号)

等
に
基
づ
く
環
境
影
響

評
価
の
実
施
対
象
外
の
事
業
で
あ
る
が
、
起
業
者
が
平
成
二
十
一
年
十
月
に
任
意
で
実
施
し
た

調
査
に
よ
る
と
、
本
件
事
業
地
内
の
土
地
に
は
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の

保
存
に
関
す
る
法
律(

平
成
四
年
法
律
第
七
十
五
号)

等
に
よ
り
起
業
者
が
保
護
の
た
め
特
別

の
措
置
を
講
ず
べ
き
動
植
物
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
本
件
事
業
地
内
の
土
地
に
お
い
て
は
、
文
化
財
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二

百
十
四
号)

に
よ
り
起
業
者
が
保
護
の
た
め
特
別
の
措
置
を
講
ず
べ
き
文
化
財
は
確
認
さ
れ
て

い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

三�

事
業
計
画
の
合
理
性

本
件
事
業
の
起
業
地
に
つ
い
て
は
、
東
白
川
郡
鮫
川
村
内
に
お
い
て
、
利
用
者
の
利
便
性
、

環
境
の
問
題
及
び
事
業
費
等
を
考
慮
し
て
選
定
し
た
三
つ
の
候
補
地
に
つ
い
て
比
較
検
討
が
行

わ
れ
て
お
り
、
社
会
的
、
機
能
的
、
経
済
的
観
点
か
ら
総
合
的
に
勘
案
す
る
と
、
申
請
案
が
最

も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
件
事
業
計
画
は
、
施
設
の
位
置
、
機
能
等
を
総
合
的
に
勘
案
す
る
と
適
切
な
も
の

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
合
理
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
と

を
比
較
衡
量
す
る
と
、
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
も
の
と
認
め

ら
れ
る
の
で
、
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

４

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

一�

事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性

３
の
一�
で
述
べ
た
よ
う
に
、
東
白
川
郡
鮫
川
村
で
は
、
既
存
の
堆
肥
舎
で
は
処
理
す
る
こ
と

が
で
き
ず
に
野
積
み
さ
れ
て
い
る
畜
産
排
せ
つ
物
が
年
間
二
千
百
ト
ン
に
も
及
び
、
環
境
、
景

観
の
悪
化
及
び
悪
臭
発
生
の
問
題
を
招
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
豊
か
な
土
づ
く
り
の
実
践
に
よ

り
、
資
源
循
環
型
農
業
を
確
立
す
る
た
め
に
も
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
本
件
事
業
の
完
成
を
図

る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性
は
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

二�

起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合
理
性

本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
。

ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、
す
べ
て
本
件
事
業
の
用
に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
収
用
又
は
使
用
の
範
囲
の
別
に
つ
い
て
も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
。し

た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
し
、
又
は
使
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

５

結
論

以
上
の
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
す
べ
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
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県
道
原
町
川
俣
線

路

線

名

公

告
南
相
馬
市
原
町
区
大
原
一
四
番
二
地
先
か
ら

同

市
原
町
区
大
原
一
〇
番
二
地
先
ま
で

供

用

開

始

の

区

間

平
成
二
二
年
一
月

一
二
日

供
用
開
始
の
期
日

る
。

五

起
業
地
を
表
示
す
る
図
面
の
長
期
縦
覧
の
場
所

東
白
川
郡
鮫
川
村
役
場
農
林
課

(

土
木
総
務
課
用
地
室)

福
島
県
告
示
第
十
八
号

道
路
法(
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画
課
及
び
福
島
県
相
双
建

設
事
務
所
で
平
成
二
十
二
年
一
月
十
二
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
十
二
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

道
路
計
画
課)

福
島
県
告
示
第
十
九
号

水
防
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号)

第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
洪
水
に
よ
り

相
当
な
損
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
河
川
と
し
て
、
次
の
河
川
を
指
定
す
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
十
二
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

河
川
名

区

間

久
慈
川

左
岸

東
白
川
郡
塙
町
大
字
塙
字
松
岡
か
ら
同
郡
矢
祭
町
大
字
高
野
字
町
田
ま
で

右
岸

東
白
川
郡
棚
倉
町
大
字
八
槻
字
松
岡
か
ら
同
郡
矢
祭
町
大
字
内
川
字
矢
祭

ま
で

(

河
川
整
備
課)

公
告
第
十
二
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法(

平
成
十
年
法
律
第
七
号)

第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
非

営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
十
二
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
一
日

二

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
え
ん
じ
ょ
い
ら
い
ふ
福
祉
会

三

代
表
者
の
氏
名

飯
塚

啓
子

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

福
島
県
福
島
市
南
沢
又
字
前
田
五
番
地
の
二
十
七

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
障
が
い
者
に
対
し
て
地
域
活
動
支
援
事
業
及
び
、
芸
術
文
化
活
動
事
業
を
提
供
す
る

と
と
も
に
自
立
生
活
に
必
要
な
支
援
を
行
い
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
、
地
域
福
祉
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(

文
化
振
興
課)

公
告
第
十
三
号

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
退
任
し
、
及
び
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
二
年
一
月
十
二
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

土
地
改
良
区
の
名
称

新
地
町
土
地
改
良
区

退
任
し
た
役
員

役
別

氏
名

住
所

理
事

加
藤

憲
郎

相
馬
郡
新
地
町
杉
目
字
五
郎
四
郎
一
五
番
地

同

高
橋

良
一

同

郡
同

町
大
字
福
田
字
瀬
上
七
四
番
地

同

佐
藤

和
男

同

郡
同

町
大
字
福
田
字
西
山
崎
一
七
番
地
の
一

同

吉
村

光
昭

同

郡
同

町
大
字
埓
木
崎
字
埓
浜
九
三
番
地

同

荻
原

健
治

宮
城
県
亘
理
郡
山
元
町
坂
元
字
浜
一
番
地

同

目
黒

清
明

相
馬
郡
新
地
町
杉
目
字
飯
�
六
番
地

同

水
戸

嘉
一

同

郡
同

町
谷
地
小
屋
字
新
地
八
四
番
地
の
一

同

寺
島

貞
弘

同

郡
同

町
小
川
字
ソ
リ
畑
三
九
番
地

同

舛
谷

君
夫

同

郡
同

町
谷
地
小
屋
字
釣
師
五
一
番
地

同

寺
島

清
一

同

郡
同

町
大
戸
浜
字
前
田
下
二
八
番
地
の
三

同

菅
野

忠

同

郡
同

町
今
泉
字
浜
畑
一
四
一
番
地
の
一

同

渡
部

喜
一

同

郡
同

町
駒
ケ
嶺
字
塔
場
七
番
地

同

大
和
田
公
夫

同

郡
同

町
駒
ケ
嶺
字
相
良
二
〇
番
地

同

渡
邊

光
雄

同

郡
同

町
駒
ケ
嶺
字
洞
山
一
二
番
地

監
事

林

一
敏

同

郡
同

町
大
字
真
弓
字
水
神
七
八
番
地
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同

加
藤

春
男

同

郡
同

町
谷
地
小
屋
字
舘
前
二

六
三
番
地

同

渡
部

仁
生

同

郡
同

町
駒
ケ
嶺
字
上
渋
民
四
二
番
地

就
任
し
た
役
員

役
別

氏
名

住
所

理
事

加
藤

憲
郎

相
馬
郡
新
地
町
杉
目
字
五
郎
四
郎
一
五
番
地

同

高
橋

良
一

同

郡
同

町
大
字
福
田
字
瀬
上
七
四
番
地

同

荒

拓
見

同

郡
同

町
大
字
福
田
字
十
三
奉
行
六
三
番
地
の
二

同

林

一
敏

同

郡
同

町
大
字
真
弓
字
水
神
七
八
番
地

同

星

新
一

宮
城
県
亘
理
郡
山
元
町
坂
元
字
磯
北
谷
地
四
一
番
地

同

目
黒

清
明

相
馬
郡
新
地
町
杉
目
字
飯
�
六
番
地

同

水
戸

嘉
一

同

郡
同

町
谷
地
小
屋
字
新
地
八
四
番
地
の
一

同

寺
島

貞
弘

同

郡
同

町
小
川
字
ソ
リ
畑
三
九
番
地

同

舛
谷

君
夫

同

郡
同

町
谷
地
小
屋
字
釣
師
五
一
番
地

同

寺
島

清
一

同

郡
同

町
大
戸
浜
字
前
田
下
二
八
番
地
の
三

同

菅
野

守

同

郡
同

町
今
泉
字
鹿
野
五
番
地
の
二

同

渡
部

喜
一

同

郡
同

町
駒
ケ
嶺
字
塔
場
七
番
地

同

大
和
田
公
夫

同

郡
同

町
駒
ケ
嶺
字
相
良
二
〇
番
地

同

渡
部

仁
生

同

郡
同

町
駒
ケ
嶺
字
上
渋
民
四
二
番
地

監
事

佐
藤

和
男

同

郡
同

町
大
字
福
田
字
西
山
崎
一
七
番
地
の
一

同

加
藤

春
男

同

郡
同

町
谷
地
小
屋
字
舘
前
二

六
三
番
地

同

渡
部

和
志

同

郡
同

町
駒
ケ
嶺
字
原
一
五
九
番
地

(

農
村
計
画
課)

公
告
第
十
四
号

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
九
十
六
条
で
準
用
す
る
同
法
第
五
十
四
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
安
斎
正
三
ほ
か
九
人
か
ら
平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
四
日
共
同
し
て
行
っ
て

い
る
西
勝
内
地
区
の
区
画
整
理
事
業
に
係
る
換
地
処
分
を
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
二
年
一
月
十
二
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平
(

農
地
管
理
課)

公
告
第
十
五
号

水
防
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号)

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
久
慈
川(

福

島
県
が
管
理
す
る
区
間
に
限
る
。)

が
は
ん
濫
し
た
場
合
に
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
区
域
を
浸
水
想
定
区

域
と
し
て
指
定
し
、
当
該
浸
水
想
定
区
域
が
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水
深
を
定
め
た
。

な
お
、
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
河
川
港
湾
総
室
河
川
整
備
課
及
び
福
島
県
県
南
建
設
事
務
所

企
画
管
理
部
管
理
計
画
課
に
備
え
置
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
十
二
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

河
川
整
備
課)

公
告
第
十
六
号

政
府
調
達
に
関
す
る
苦
情
の
処
理
手
続
要
綱
第
九
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
一
年
度
第
三
四
半
期

に
お
け
る
苦
情
の
受
付
及
び
処
理
の
状
況
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
十
二
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

苦
情
の
受
付
件
数

零
件

(

審

査

課)

公
告
第
１
７
号

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
物
品
等
の
購
入
に
つ
い
て
､
次
の
と

お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
の
で
､
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を

定
め
る
政
令
(平
成
７
年
政
令
第
372号

)
第
６
条
及
び
福
島
県
財
務
規
則
(昭
和
39年

福
島
県
規
則

第
17号
｡
以
下
｢財
務
規
則
｣
と
い
う
｡
)
第
274条

の
３
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
｡

平
成
22年
１
月
12日

福
島
県
知
事
佐
藤
雄
平

１
入
札
に
付
す
る
事
項

�
調
達
を
す
る
物
品
等
の
件
名
及
び
数
量
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
パ
ソ
コ
ン
22台

�
調
達
を
す
る
物
品
等
の
仕
様
等
仕
様
書
に
よ
る
｡

�
納
入
期
限
平
成
22年
３
月
30日

(火
)

�
納
入
場
所
福
島
県
立
郡
山
萌
世
高
等
学
校
ほ
か
計
２
校

２
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項

次
に
掲
げ
る
条
件
を
す
べ
て
満
足
し
て
い
る
者
で
あ
り
､
か
つ
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必

要
な
資
格
の
確
認
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
福
島
県
の
物
品
購
入
(修
繕
)
競
争
入
札
参
加
有
資
格
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
又
は
開

札
時
ま
で
に
福
島
県
の
物
品
購
入
(修
繕
)
競
争
入
札
参
加
資
格
を
取
得
し
て
い
る
者
で
あ
る
こ

と
｡

�
こ
の
公
告
の
日
か
ら
入
札
の
日
ま
で
の
間
に
福
島
県
か
ら
物
品
の
買
入
れ
又
は
修
繕
に
係
る
指

名
停
止
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
｡

�
こ
の
公
告
に
示
し
た
仕
様
に
合
致
し
た
物
品
又
は
こ
れ
と
同
等
の
物
品
に
つ
い
て
納
入
実
績
が

あ
り
､
か
つ
､
確
実
に
納
入
で
き
る
こ
と
｡

�
当
該
物
品
に
係
る
迅
速
な
保
守
及
び
修
理
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
｡

３
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
所
定
の
物
品
購
入
(修
繕
)
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
確
認
申

請
書
に
､
２
の
�
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
証
明
で
き
る
書
類
を
添
付
し
て
､
平
成
22年
１
月
28日

(木
)
午
後
５
時
30分
ま
で
に
次
に
掲
げ
る
場
所
に
提
出
し
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な

資
格
の
確
認
を
受
け
る
こ
と
｡
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福
島
県
労
働
委
員
会

郵
便
番
号
960-8670

福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
２
番
16号

福
島
県
出
納
局
入
札
用
度
課

電
話
024-521-7563

４
入
札
書
の
提
出
場
所
等

�
入
札
書
の
提
出
場
所
､
契
約
条
項
を
示
す
場
所
､
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ

先
３
に
掲
げ
る
場
所
に
同
じ
｡

�
入
札
説
明
会
の
日
時
及
び
場
所
平
成
22年
１
月
18日

(月
)
午
前
11時

福
島
県
出
納
局
入

札
用
度
課

�
入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所
平
成
22年
２
月
10日

(水
)
午
後
２
時
福
島
県
出
納
局

入
札
用
度
課
(郵
便
に
よ
り
入
札
す
る
場
合
は
､
書
留
郵
便
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
､
同
月
９
日

(火
)
午
後
５
時
30分
ま
で
に
必
着
の
こ
と
｡
)

５
入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

�
入
札
保
証
金

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
入
札
金
額
の
100分

の
３
以
上
の
額
の
入
札

保
証
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
249条

第
１
項
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､
入
札
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

�
契
約
保
証
金

落
札
者
は
､
契
約
金
額
の
100分

の
５
以
上
の
額
の
契
約
保
証
金
を
納
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
229条

第
１
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

に
お
い
て
は
､
契
約
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

６
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
に
要
求
さ
れ
る
事
項

こ
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
開
札
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
､
提
出
し
た
書
類
に

関
し
､
福
島
県
知
事
か
ら
説
明
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
､
そ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

７
入
札
の
無
効

２
の
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札
説
明
書
に
お
い
て
示

す
入
札
に
関
す
る
条
件
等
に
違
反
し
た
入
札
は
､
無
効
と
す
る
｡

８
そ
の
他

�
契
約
の
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨
日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

�
入
札
方
法

落
札
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
､
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
100

分
の
５
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
(当
該
金
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
､
そ

の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て
た
金
額
)
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
､
入
札
者
は
､
消
費
税
に

係
る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
､
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
の

105分
の
100に

相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
｡

�
落
札
者
の
決
定
の
方
法
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札

を
行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
｡

�
契
約
書
作
成
の
要
否
要

�
そ
の
他
詳
細
は
入
札
説
明
書
に
よ
る
｡

９
Sum
m
ary

�
N
ature

and
quantity

ofthe
products

to
be
purchased：

D
esktop

PersonalC
om
puter

22
set

�
Tim
e
-lim
itoftender

(by
hand)

：
2：
00
p.m
.,10

February
2010

�
Tim
e
-lim
it
of
tender

(by
m
ail)
：
5：
30
p.m
.,
9
February

2010
�

C
ontact

point
for
the
notice：

B
id
Adm

inistration
D
ivision,

Treasury
B
ureau,

Fukushim
a
Prefectural

G
overnm

ent,
2-16

Sugitsum
acho,

Fukushim
a-shi,

Fukushim
a
960-8670

Japan
TEL024-521-7563

(入
札
用
度
課
)

公
告
第
一
号

労
働
関
係
調
整
法(

昭
和
二
十
一
年
法
律
第
二
十
五
号)

第
十
条
の
規
定
に
よ
り
委
嘱
し
た
あ
っ
せ

ん
員
候
補
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
十
二
日

福
島
県
労
働
委
員
会

会
長

本

田

哲

夫

氏
名

現
職

前
歴

委
嘱
年
月
日

伊
藤

宏
福
島
県
労
働
委
員
会
公
益
委
員

平
成
20年
６

国
立
大
学
法
人
福
島
大
学
経
済
経

月
24日

営
学
類
教
授

菅
家
節
子
福
島
県
労
働
委
員
会
公
益
委
員

同
公
認
会
計
士

新
開
文
雄
福
島
県
労
働
委
員
会
公
益
委
員

同
弁
護
士

箱
木
禮
子
福
島
県
労
働
委
員
会
公
益
委
員

同
国
立
大
学
法
人
福
島
大
学
経
済
経

営
学
類
教
授

本
田
哲
夫
福
島
県
労
働
委
員
会
公
益
委
員

同
弁
護
士

影
山
道
幸
福
島
県
労
働
委
員
会
労
働
者
委
員
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
同

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
福
島
県
福
島
県
連
合
会
事
務
局
長

連
合
会
会
長
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【定価 １箇月 3,390円】 発行者 福 島 県
印刷所 株式会社 第 一 印 刷再生紙を使用しています｡

富
永
信
明
福
島
県
労
働
委
員
会
労
働
者
委
員
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
山
形
県
支
同

Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
福
島
県
支
部
部
長

長

�
口
正

福
島
県
労
働
委
員
会
労
働
者
委
員
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
同

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
福
島
県
福
島
県
連
合
会
事
務
局
長

連
合
会
参
与

平
野
準
一
福
島
県
労
働
委
員
会
労
働
者
委
員
東
北
電
力
労
働
組
合
福
島
同

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
福
島
県
県
本
部
委
員
長

連
合
会
参
与

渡
�
い
づ
み
福
島
県
労
働
委
員
会
労
働
者
委
員
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
福
島
平
成
21年
10

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
福
島
県
県
支
部
常
任

月
27日

連
合
会
副
事
務
局
長

唐
橋
幸
市
郎
福
島
県
労
働
委
員
会
使
用
者
委
員

平
成
20年
６

ほ
ま
れ
酒
造
株
式
会
社
代
表
取
締

月
24日

役
社
長

佐
藤
卓
也
福
島
県
労
働
委
員
会
使
用
者
委
員
福
島
県
経
営
者
協
会
連
合
同

福
島
県
経
営
者
協
会
連
合
会
専
務
会
事
務
局
長

理
事

鈴
木
安
利
福
島
県
労
働
委
員
会
使
用
者
委
員
株
式
会
社
ク
レ
ハ
環
境
相
同

い
わ
き
経
営
者
協
会
顧
問

談
役

福
井
邦
顕
福
島
県
労
働
委
員
会
使
用
者
委
員
日
本
全
薬
工
業
株
式
会
社
同

日
本
全
薬
工
業
株
式
会
社
代
表
取
代
表
取
締
役
社
長

締
役
会
長

森
岡
幸
江
福
島
県
労
働
委
員
会
使
用
者
委
員
株
式
会
社
辰
巳
屋
専
務
取
同

株
式
会
社
辰
巳
屋
代
表
取
締
役
社
締
役

長

藤
原
良
一
福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局
長

生
活
環
境
部
政
策
監

平
成
21年
４

月
28日

大
川
原
公
年
福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局
次
長
保
健
福
祉
部
参
事
兼
生
活
平
成
19年
４

兼
審
査
調
整
課
長

福
祉
領
域
地
域
福
祉
グ
ル
ー
月
24日

プ
参
事

二
瓶

弘
福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局
審
査
教
育
庁
生
涯
学
習
領
域
施
平
成
21年
４

調
整
課
主
幹
兼
副
課
長

設
運
営
グ
ル
ー
プ
主
幹

月
28日

高
階
勇
康
福
島
県
県
北
地
方
振
興
局
企
画
商
文
書
管
財
領
域
公
立
大
学
平
成
20年
４

工
部
長

法
人
グ
ル
ー
プ
主
幹

月
22日

笠
原
裕
二
福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
企
画
商
企
画
調
整
部
主
幹

同
工
部
長

鈴
木
千
賀
子
福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
次
長
兼
企
画
調
整
総
務
領
域
計
画
同

企
画
商
工
部
長

評
価
グ
ル
ー
プ
参
事

塚
原
啓
史
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
企
画
商

労
働
領
域
技
能
振
興
グ
ル
ー
同

工
部
長

プ
主
幹

皆
川
誠
司
福
島
県
南
会
津
地
方
振
興
局
次
長

労
働
領
域
雇
用
対
策
グ
ル
ー
同

兼
企
画
商
工
部
長

プ
参
事

鈴
木
文
男
福
島
県
相
双
地
方
振
興
局
次
長
兼
出
納
局
参
事
兼
審
査
課
長
平
成
21年
４

企
画
商
工
部
長

月
28日

滝
口
守
弘
福
島
県
い
わ
き
地
方
振
興
局
企
画
県
南
農
林
事
務
所
次
長
兼
平
成
19年
４

商
工
部
長

企
画
部
長

月
24日
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